
【本件に関するお問い合わせは下記まで】

ソートウェア株式会社 

　〒464-0075　名古屋市千種区内山三丁目18番10号　

<目的> <お客様> <提供サービス> 　千種ステーションビル802号室 

製品別（得意先別）の損益のトレンドを見える化するしくみをつくる 自動車部品（プラスチック製品）製造 原価計算、管理会計の教育 　Tel：052-439-6758   Fax：052-439-6759     

これまで原価計算はやっていない。 実行ツールの導入、定着化

1) 主要製品の製造の流れを図で表す

部門

2) 品番（品目コード、名称）をつける

原価計算システムの構築
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３）製品の基準情報を部品表（BOM）で表す

4）何別の原価が知りたいのか

1.今月製造した①はいくらでできたのか（今月の①の製造原価はいくらか） <原価表イメージ>締年月：20XX年XX月度

↓

2.①の売上原価はいくらか

3.①の製造に使用したAはいくらか

4.①の製造に使用したロ、ハはいくらか

↓

使用数量×単価

5.①の製造にかかった加工費はいくらか

↓

工数（人作業時間）×労務費レート

工数（設備稼働時間）×設備費レート ※レートは、部門別に設定する

品目 製造数 材料費 労務費 設備費 その他経費 合計
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5) 製造工程の図を見直す

　 原価計算の方法を決定する（在庫評価の方法、総合原価計算 or 個別原価計算など）

原価集計番号を設定する（組番号 or 製造番号　を設定する） 在庫評価は、月次の総平均法とする

組別総合原価計算とする

製造品目毎に組番号を設定する

組番号：A-1 仕掛品はないものとする

在庫評価は、月次の総平均法とする

組別総合原価計算とする

製造品目毎に組番号を設定する

仕掛品はないものとする

在庫評価は、月次の総平均法とする

組番号：①-2

6) 実績データの収集が可能か（どのように実績データを作成するか）

いつ、何を、いくつ、いくら 購買システムのデータがある

（品番の見直しが必要）

いつ、何を、どの組番号に、いくつ 完成入庫データ、BOMデータからみなしデータを作成する

イレギュラー品は、出庫登録を行う

いつ、何を、どの組番号から、いくつ 日報登録を行う

（作業時間と完成数を入力）

いつ、どの組番号に、何時間

（人作業時間、設備稼働時間）

いつ、何を、どこに、いくつ、いくら 販売管理システムのデータがある

（品番の見直しが必要）
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7) 原価計算システムのアウトプットを確認する

■売上・損益明細表 締年月：20XX/XX

組番号：A-1

↓

■売上・損益集計表

□全社 売上高

□得意先1 売上原価

□得意先2 売上総利益

組番号：①-2

■在庫品台帳 締年月：20XX/XX ■原価計算表 締年月：20XX/XX 組番号：①-2

イ 材料費

ロ 労務費

ハ 設備費

A その他経費

①

<検討課題>

□レート（労務費、設備費）はどのように算出するか □材料を再利用する場合の計算は □標準原価計算を行うか

□その他経費はどのように計算するか □在庫品修理の計算は □標準原価はどのように作成するか

□ロスコストの把握は

□原価費目の分類は □廃棄の把握は

□原価費目別の累加計算を行うか □棚卸減耗の把握は
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品目
数量 単価 金額 数量 金額

<--------- 倉庫 --------->

当月単価
数量 数量 金額

当月末在庫高当月出庫当月入庫前月末在庫高

金額

グラフ表示

③ ④（①＋③-②） ⑤ ⑥（⑤-④）

合計

月初仕掛品 月末仕掛品 投入高 実際出来高 標準出来高 差額

① ②

売上数量 売上高 売上原価 売上総利益 計上日

合計

20XX/01 20XX/02 20XX/03 ・・・ 20XX/12

品目 得意先 売価

① ② ③

④ ⑤


